
あなたをひとりにしない 

あなたの未来をひらく 

みんなの未来をひらく 
問合せは ☎024-523-3866 📩fhtu@nifty.com  

ホームページ https://fhtu.jimdo.com 

 

 

 

 

人事異動は労働条件 「希望と納得」で進めることが重要 
 

いちばん大事なこと 希望をはっきり書き、校長に伝えること。おかしい、不当だと感じたら、組合に相談してください 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場新聞 2020 福島県立高教組     分会 10 月号 

 

人事異動の日程 
●１１月あたま    校長による県への報告 

●１２月初旬～１月  希望外の異動の場合、 

          打診あるかも                                                

● ２月上旬      内々示 

● ３月上旬      内示 

● ３月下旬      人事異動発表 

 

ホームページをリニューアル。 

ぜひのぞいてみてください。 

https://fhtu.jimdo.com（URL直接入力か、 

ＱＲコードで） 

ホームページに 

つながります→  

「異動の考え方」に

は、希望校や、介護・

育児、病気、別居解

消、遠距離通勤解消な

ど、個人的な事情を自

由に書くことができ

る。 

クラス担任や校務分

掌の関係で、若年（３

年）・永年（８年）の基

準を超えても、校長が

校内事情から判断し

て留任させる場合が

ある。 

 

勤務校には最低３年の勤務

をすることになっています

が、特別な事情があれば、

例外的に２年で異動が認め

られる場合がある。 

希望外の地区や学校を打診されたときは、はっきりと

意思表示をしましょう。 

○「希望外ですのでお断りしてください」 

×「わかりました」「承っておきます」 

⇒あいまいに返事をすると納得と見なされます！ 

「希望地区」に、地区の中

のより小さな地域を書

いても良い。 

ex.福島市、郡山市 

 
12月～１月頃、 

校長に「私の人事

異動どうなってい

ますか？」と聞い

てみましょう！ 

mailto:fhtu@nifty.com
https://fhtu.jimdo.com/
https://fhtu.jimdo.com（URL


いっしょに考えてみませんか 高校統廃合問題 ～教育の機会均等・持続可能な地域のあり方をめぐって～ 
 

私たち福島県立高等学校教職員組合は他の教育関係団体であるふくしま民主教育研究センター、福島県民間教育研究団体協議会とともに、ふくしまの地域と高校を考

える会をつくり、高校統廃合問題についての問題点を研究し、特に反対の運動をする地域の方々との交流を目指しています。これまで、シンポジウムと 2 回の運動交流集

会（最近では 10 月 2 日）を行ってきました。組合では、独自に県教委の統廃合計画への見解を示しています（ホームページ参照）。 

 

( ﾉД`)ｼｸｼｸ… 県教委の統廃合計画の内容 (´；ω；`)ｳｩｩ 

 県教委は 2019年 2月 8日、「県立高等学校改革前期実施計画」を公表し、2019年から 2023年の 5年間で、特定の県立高校の片方を一方に統合する形で 25校を 13校に

統合・再編し、分校の 2校を募集停止にして 14校を減ず計画を示しています。 

具体的には、では、梁川・保原、二本松工業・安達東、須賀川・長沼、白河実業・塙工業（白河実業の一部を修明に再編）、喜多方・喜多方東、大沼・坂下、耶麻農業・

会津農林、田島・南会津、湯本・遠野、小名浜・いわき海星、相馬東・新地、保原・福島中央（定時制）の統合校の設置、安積高校御舘校、修明高校鮫川校の募集停止を

示し、これらを 5年間で行うとしており、川俣、猪苗代、只見の 3校については 1学級での本校設置を認め、存続させるとしています。 

 

 

 

この背景には、実は少子高齢化だけでなく・・・ 

 

2014 年に総務省が発表した「公共施設等総合管理計画」に基づいて、自治体に求めた公共施設削減

計画が背景にあるようです。 

県教委に対して、どういう削減ができるか照会が来たわけです。2017 年 3 月に提出された福島県の

公共施設等総合管理計画では、県教委は、「県立高等学校改革計画」と「県立特別支援学校整備指針」

により「統合や廃止の推進方針を公表する、県教委における目標設定を行う」と書かれています。こ

の削減は、保有床面積の削減が求められており、多くの面積を有する学校は標的になりやすいとい

うことができます。このあと、学校教育審議会が開かれ、県立高校改革計画（統廃合計画）への審議

会答申が出て、前期計画の公表に至っています。 

 

統廃合問題は教育の問題だけではない。地域の未来にかかわること。 

解決のカギは国も検討を始めた少人数学級編制の実現に！ 

10.4第２回県立高校統廃合問題の運動交流集会より 

 ４校の統廃合対象校の関係者、県議会議員、市町村議会議員、

教育関係団体、地域の方、県立高教組の組合員などが参加し、情

報交換、意見交換をしました。 

 毎回感じるのは、県教委の強硬さです。統廃合を計画として示

し、計画の撤回は譲りません。他県では例を見ない進め方です。

本来、案として示し、地域の合意を得て進められるものです。 

 地域への説明の際に、教育長からは、統廃合に反対するなら、

近隣の別な学校をなくすしかないという趣旨の発言もあったよ

うです。集会の中では、怒りの声が渦巻きました。運動を続けて

いくには、地域の方々により広くこの問題知ってもらう必要があ

るといった意見が出されました。 


